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青少年は国家興隆の原動力であり，民族の盛衰を左右ナるものである。今日の青少年のすべてが未来
K向かつて輝かしい理惣を求め，真理と平和を愛し，豊かな人間性を備えた明日の国民と して健やかκ
成長するととは全国民の願いである。青少年のひとbひとタは.無限I't成長し発展してい〈可能性をも
っ存在でるるが，それを正しく伸長するととが教育のねらいであタ，そとに教育者としての喜びと生き
がいを見いだすのである。
教育は現実をふまえ乏がら，未来を指向する絶え間?をい人間の営みをとbして行なわれるものである
が，人間は誰でも永遠K続ぐ向己形成の途上にある一存在Kすぎないととを謙虚に自覚し，自己本来の
資質の具現を自ぎして，人間同志として児童・生徒とともに生きるとととそ，教育Kたずさわるものの
本来の姿であろう。
今日，わが国の教育は量的普及I'L:Jo'いては世界の最高水準に逮しているが，内容に卦いては念辛子多〈
の問題を含んでいる。児童 ・生徒の人間性や自主性の噂重，能力・適性K応じた教育左どは教育界の常
用語となっているが，はたしてその精神か激育のすみずみまで生かされているであろうか。ととに思い
をいたすとき，生徒指導や教育相談の必要性をいっそう痛切に感ずるのである。
教育相談活動1J教育の営みの念かに取り入れられたのは1930年代であるが，戦後，教育K対する考え
方かで大き〈伝換し，人間尊重の精神が広〈ゆきわたるにつれて次第にその地歩を高め，最近，青少年の
健全育成か吹き念教育的，社会的繰越となるに及んで一般κ深〈認識されるVていたったのである。教育
相談とは，悩みや闘車撃をもっ背少年に対して，人聞の限D司をい成長の可能性を信じつつ，豊か念人間性
の育成を目ざして青少年とともに歩み，と もK成長していぐ教育的 ・治療的念過程であるが，われわれ
は.とのよ 5な考えのもとK誠意、と情熱を傾けて相談治療κあたっているのである。
創立10周年記念事業として昭和35年度K創設した教育相談室は，毎年，専任所員の増員と資質の向上
をはか.!:>，また，設備を整えてその活動を充実強化し，年間延千数百件K及ぶ相談治療にあた.!?，社会
の期待にとたえようと努力している。 しかし，教育相談活動は当教育センターの相談室だけでな<，広
〈各学校にお‘ける日常の教育活動の左かK生かされ乏ければ効果は少ない。そのために昭和39年度以来，
全国κさきがけて地区カウンセリング・セ ンターの設置と学校ヵワンセラーの養成研修を計両し，教育
相談活動の普及に努力してきた。との研修Kよって養成された35名の学校カウンセラーは，われわれと
密接左連携のもと('[，それぞれの職域('[;Tいて日々の相談活動K取b組んでいる。特に本年度はじめて
養成した 6名の高等学校カウンセラ-f'(は，高等学校教育のなかに会いて生徒の人間的成長のためのよ
い援助者とえtるととを期待してやま念い。明年度はさらに小学校カウンセラーの養成も始める計画であ
るが，ζれ陀よって小学校から高等学校まで一貫した教育相談活動を推進するととが可能と左_!?，本県
の青少年の健全育成tてとって大き念前進というべきであろう。
ととに集録した 6編の研究報告は 「子どもの健全育成のための幼児 ・家庭教育 ・生活指導 ・教育相談
治療κ関する第 1i失3か年研究計画JK基づ〈第・3年次の研究をまとめたものであるが，各位の率直念
ご批判とど指導をいただきたいと思う。
「カウ ンセラーの養成K関する基礎的研究 (1)Jは，役割演技法によるカウンセリ ングの継続的実習
効果に関する第 l ・第 2 年次研究の追試を含め，第 2 年次研究と同一仮説~基づいて， 実習者自身の主
体的経験の変化から写実習効果を客観的測定によ D検証し評価したものであるo ;ij:，~，との研究は当教育
センターが実施している 「学校カウンセラー長期研修」の充実改善，研修担当所員の資質向上などに資
するとともκ，カウンセリングに闘する校内研修のあP方にも一つの示唆を提供するものであろう。
「幼児の社会性の発達K関する研究 (10 Jは，同ーの幼児を対象陀して幼児総合精神検査を3か年に
わたb継続的に実施し，その結果と本年度実施したPFスタディの結果とから，幼児の社会性・精神発
達の様相，就学前後の発達を比較・検討するとともに，幼児の社会性発達とその人格的傾向との関連を
みるために，社会性発達の劣る幼児がよび社会性発達の停滞する幼児の人格的傾向κ関する検討・考察
を行なったものできうる。
「学校Vて令ける児童・生徒の非行妨止対策の研究 (ll)Jは， 非行防止対策陀関する 3か年研究のまと
めとして，非行に陥タやすい人格的傾向を有する生徒は，環境に対しどのよう左認知をしているか，ま
た，その認知に基づいてどのよう左反応の構えをとっているかを，非行生徒と無非行生徒との比較によ
ってその実態を明らかにナるとともκ，そのような認知・反応の傾向を形成する要因や過程について検
討し，そこから非行防止のための指導の手がかタを得ょうとするものである。
「教師に対する児童の態度K闘する研究 (ll) J は，児童の教師~対する態度のうち，行動の背景と左
る教師をどのようK認知しているかというととκついて，小校2年生5学級を対象K調査し，学級聞の
差を 6 か月の間隔をないての変化を検討し，また，教師から示される欲求不満場面VCj:，~(ナる児童の反応、
Kついても学級聞の比較・検討を行左ったものである。
「精神簿弱J~の人格変容に関する研究」は， 精神薄弱児の人格形成面κ関する特殊教育の教育的効果の
測定を究極の目標とし，特殊学級児童~Rosenzweig P -F Studyを適用して，彼らの全体としての人
格構造とその個体内の精神力動的左関係K接近するととを試み，また，その変容の傾向を明らかκする
と止を目的としたものであって，本年度はその予備的研究である。
「カウ ンセラーを志しての体験Jは，専任カウンセラーという裁務について，あらためて自己自身を問
う自己研修の歩みのうち~，しだいKその体験をひろげ自己理解を深めつつ，自己本来の姿に気づき心
κ 「安らぎJをl惑じだすよ5κ在るまでの体験事実の報告である。いわば，名実の統合をめざした歩み
を過して得た体験κ直接学ぼうとした研究生活の記録ともいえる。
なわ!J~，とれらの研究や日々の相談活動，在らびに学校カウンセラ ー養成研修を進めるtてあたって，
ど協力をいただいた関係各位K対し，深〈感謝の意を表ナる次第でるる。
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